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JEITA IT-1003 

 

 

電子情報技術産業協会規格 

 

データ交換用記録形式 

 

まえがき 本規格は社団法人電子情報技術産業協会サーバ・ＷＳ事業委員会（新データ交換方式検討ＷＧ）

が、TSC-16（電子情報技術産業協会規格類の作成基準）の様式によって作成した個別規格である。 

 

1. 適用範囲 本規格は、磁気テープに代わる交換媒体の既存の論理フォーマット上に記録するデータの

記録形式について規定する。尚、本規格では使用する媒体については規定しない。 

   

2. 目  的 メインフレーム環境では、データ交換業務において、磁気テープ（オープンリールテープ、

１８／３６トラックカートリッジテープ）が、広く利用されている。一方、オープン環境ではＣＤな

どのオープン系媒体を使用したサーバ間のデータ交換方式が一般的となりつつあるが、メインフレー

ム環境で磁気テープを利用しているアプリケーションからは利用が困難である。そこで、メインフレ

ーム環境からオープン環境へ、及び、オープン環境からメインフレーム環境へのデータの流通を可能

にすることを目的に、オープン系媒体（通信回線を含む）へのデータの記録形式を定義する。 

  

3．用語の定義  

  新ファイル：本規格の記録形式で作成されたファイル。 

  ＣＢ：新ファイルの先頭、または最後に存在する４０９６バイトの固定長のコントロールブロック。 

  開始ＣＢ：新ファイルの先頭に存在する４０９６バイトの固定長のコントロールブロック。 

  終了ＣＢ：新ファイルの最後に存在する４０９６バイトの固定長コントロールブロック。 

  ＢＬ：新ファイルの２番目以降に存在する４０９６バイトの固定長ブロック。カウンタとセルから 

     構成される。 

  カウンタ：ＢＬの構成要素。ＢＬの順序番号を格納する４バイト領域。 

  セル：ＢＬの構成要素。２バイトの長さフィールドと磁気テープ上の１ブロック分のデータ、あるい 

は、テープマーク（以降ＴＭと記載する）１個から構成される。セルの長さは下記。 

     ・磁気テープ上の１ブロック分のデータを記録したセルの場合：（ブロック長＋２）バイト 

・ 磁気テープ上のＴＭに対応したセルの場合：２バイト 

  終了セル：全てのセルの後に記録する特殊セル。 
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4．記録形式 

  新ファイルは、表 1の形式で構成される。 

                  表 1 

ファイル内のバイト位置 長さ（バイト） 内容 

１～４０９６ ４０９６ １個の開始ＣＢ。 

４０９７～４０９６ｘ（Ｎ＋１） ４０９６ｘＮ Ｎ個のＢＬが繰り返される。 

４０９６ｘ（Ｎ＋１）＋１ 

～４０９６ｘ（Ｎ＋２） 

４０９６ １個の終了ＣＢ。 

 

  開始ＣＢは、表 2の形式で構成される。 

                  表 2 

開始ＣＢ内のバイト位置 長さ（バイト） 内容 

１～４ ４ ＣＢであることを示す。 

Ｘ‘００００００００’ 

５～６ ２ 共通領域の長さが２０４４バイトであることを示

す。 

Ｘ‘０７ＦＣ’ 

開始ＣＢ内のバイト位置７～２０５０が共通領域

である。 

７～１０ ４ 開始ＣＢ、終了ＣＢ、ＢＬの長さが４０９６バイト

であることを示す。 

Ｘ‘００００１０００’ 

１１～１４ ４ 本記録形式の版数を表す。 

Ｘ‘０００１００００’ 

本版数では開始ＣＢと終了ＣＢ内のバイト位置 

１５～２０３７の内容はバイナリゼロデータであ

る。 

１５～２０３７ ２０２３ 共通予備領域であり、開始ＣＢ内のバイト位置１１

～１４の版数がＸ‘０００１００００’では、バイ

ナリゼロデータである。 

２０３８～２０５０ １３ ベンダ識別情報をＡＳＣＩＩコードで記述する。 

２０５１～２０５２ ２ ベンダ固有領域の長さが２０４４バイトであるこ

とを示す。 

Ｘ‘０７ＦＣ’ 
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開始ＣＢ内のバイト位置２０５３～４０９６がベ

ンダ固有領域である。 

２０５３～４０９６ ２０４４ ベンダ固有情報を記述する。内容は規定しない。 

 

終了ＣＢは、表 3の形式で構成される。 

                  表 3 

終了ＣＢ内のバイト位置 長さ（バイト） 内容 

１～４ ４ ＣＢであることを示す。 

Ｘ‘００００００００’ 

５～６ ２ 共通領域の長さが２０４４バイトであることを示

す。 

Ｘ‘０７ＦＣ’ 

終了ＣＢ内のバイト位置７～２０５０が共通領域

である。 

７～１０ ４ 最終ＢＬのカウンタであり、最終ＢＬの順序番号が

格納される。 

１１～１４ ４ 終了セルが始まるＢＬ内の終了セルの開始バイト

位置としてＢＬの先頭からのオフセット値が格納

される。 

１５～２０３７ ２０２３ 共通予備領域であり、開始ＣＢ内のバイト位置１１

～１４の版数がＸ‘０００１００００’では、バイ

ナリゼロデータである。 

２０３８～２０５０ １３ ベンダ識別情報をＡＳＣＩＩコードで記述する。 

２０５１～２０５２ ２ ベンダ固有領域の長さが２０４４バイトであるこ

とを示す。 

Ｘ‘０７ＦＣ’ 

開始ＣＢ内のバイト位置２０５３～４０９６がベ

ンダ固有領域である。 

２０５３～４０９６ ２０４４ ベンダ固有情報を記述する。内容は規定しない。 

 

  

- 3 - 



JEITA IT-1003 

 ＢＬは、表 4の形式で構成される。 

                  表 4 

ＢＬ内のバイト位置 長さ（バイト） 内容 

１～４ ４ カウンタであり、ＢＬの順序番号が格納される。 

最初のＢＬの順序番号はＸ‘０００００００１’と

し、ＢＬ毎に１を加算する。最大値は、Ｘ‘７ＦＦ

ＦＦＦＦＦ’とする。 

５～４０９６ ４０９２ セルが繰り返される。 

 

  セル及び終了セルは、表 5の形式で構成される。 

 

                  表 5 

セル及び終了セル内の 

バイト位置 

長さ（バイト） 内容 

１～２ ２ 長さフィールド。 

① 当該セルに磁気テープ上の１ブロック分のデ

ータを記録する場合：ブロック長が格納され

る。 

格納される値はＸ‘０００１’～Ｘ‘７ＦＦ８’

の範囲とする。 

②当該セルがＴＭに対応する場合：Ｘ‘００００’

が格納される。 

③終了セルの場合：Ｘ‘ＦＦＦＦ’が格納される。

３以降 － セルのデータ。 

①磁気テープ上の１ブロック分のデータが格納さ

れる。 

②当該セルがＴＭに対応する場合は、本フィールド

 は存在しない。 

③終了セルの場合は、当該ＢＬの終端までバイナリ

ゼロデータが格納される。 
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図 1は、標準ラベル形式の磁気テープを新ファイルに記録した場合の例である。 

 
 
 

ボリュームラベル 見出しラベル１ 見出しラベル２ ＴＭ ブロック１ ブロック２ ・・・ 

新ファイル 

磁気テープ 

・・・ 

ＢＬ：固定長ブロック（４０９６バイト）開始ＣＢ：固定長ブロック（４０９６バイト） 

セル 

・・・・ ⑨カウンタ 

共通領域 
（２０４４バイト）

ベンダ固有領域 
（２０４４バイト）

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ 

Ｌ 

Ｌバイト ２バイト 

⑩長さフィールド 
磁気テープ上のブロック１のデータ

図 1 

  

［補足説明］ 

 ・開始ＣＢ 

 ①：４バイト、Ｘ‘００００００００’（開始ＣＢを意味する） 

 ②：２バイト、Ｘ‘０７ＦＣ’（共通領域の長さを意味し、固定値である） 

 ③：４バイト、Ｘ‘００００１０００’（開始ＣＢ、終了ＣＢ，ＢＬの長さを意味し、固定値である） 

 ④：４バイト、Ｘ‘０００１００００’（本記録形式の版数を表す） 

 ⑤：２０２３バイト、Ｘ‘００…００’（予備領域とし、バイナリゼロデータとする） 

 ⑥：１３バイト、ベンダ識別情報（文字コードはＡＳＣＩＩとする） 

 ⑦：２バイト、Ｘ‘０７ＦＣ’（ベンダ固有領域の長さを意味し、固定値である） 

 ⑧：２０４４バイト、ベンダ固有情報（内容は規定しない） 

 ・ＢＬ 

⑨：４バイト、カウンタ（ＢＬの順序番号を格納する）。初期値はＸ‘０００００００１’とする。 

 ⑩：２バイト、長さフィールド Ｌ（セルに格納した磁気テープ上の１ブロックの長さ。ＴＭの場合は

Ｌ＝０とする） 
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図 2は、標準ラベル形式の磁気テープを新ファイルに記録した場合の最終ＢＬ部分の記録形式である。 

 

ＴＭ 終わりラベル１ 
磁気テープ 

最終ブロック 終わりラベル２ ＴＭ ・・・ ＴＭ 

カウンタ 
Ｎ 
・・・ ・・・ 

当該ＢＬの終端までバイナリゼロデータを格納する。

X’FFFF’

２バイト 

最終のＢＬ（カウンタ：Ｎ）
最終ＢＬ内の終了セル 

X’0000……00000000000’

ＢＬ：固定長ブロック（４０９６バイト） 終了ＣＢ：固定長ブロック（４０９６バイト） 

共通領域 
（２０４４バイト）

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ 

ベンダ固有領域 
（２０４４バイト） 

図 2 

 

［補足説明］ 

 ・終了ＣＢ 

 ①：４バイト、Ｘ‘００００００００’（終了ＣＢを意味する） 

 ②：２バイト、Ｘ‘０７ＦＣ’（共通領域の長さを意味し、固定値である） 

 ③：４バイト、最終ＢＬのカウンタ（Ｎ） 

 ④：４バイト、終了セルが始まるＢＬ内の終了セルの開始バイト位置 

 ⑤：２０２３バイト、Ｘ‘００…００’（予備領域とし、バイナリゼロデータとする） 

 ⑥：１３バイト、ベンダ識別情報（文字コードはＡＳＣＩＩとする） 

 ⑦：２バイト、‘０７ＦＣ’（ベンダ固有領域の長さを意味し、固定値である） 

 ⑧：２０４４バイト、ベンダ固有情報（内容は規定しない） 
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１個のセルが、当該ＢＬ内の残りバイト数に入りきらない場合の扱いは，表6とする。 

                 表6 

ＢＬの残りバイト数 処理対象セルの扱い 

２バイト以上 ・長さフィールドは、当該ＢＬに格納される。 

・磁気テープ上の１ブロック分のデータは、複数のＢＬに跨がって格

納される。 

１バイト ・長さフィールドが、当該ＢＬと次のＢＬに跨がって格納される。 

・磁気テープ上の１ブロック分のデータは、次のＢＬから格納される。

 

 図3は、磁気テープ上の１ブロックが、複数のＢＬに跨がる場合の例である。 

図3は、ｎ番目のＢＬに、磁気テープ上の（ｋ－１）番目のブロックまでが格納されており、ＢＬ上の残り

領域が（Ｌ１＋２）バイトの状態で、長さが（Ｌ1＋Ｌ２）バイトのブロックを格納しようとした場合の例

である。 

 この時は、ブロックｋの先頭からＬ１バイト分は、ｎ番目のＢＬに格納し、残りＬ２バイト分は、次 

の（ｎ＋１）番目のＢＬに格納する。この時、（ｎ＋１）番目のＢＬ上には、ブロックｋのセルに対する

長さフィールドは存在しない。 

   

磁気テープ 
ブロックk 

Ｌ１＋Ｌ２ 

・・・ ・・・ ブロックk－１ 

Ｌ０ 

 Ｌ０  Ｌ１＋Ｌ２ カウンタ
ｎ 

・・・ カウンタ
ｎ＋１ 

・・・ 

Ｌ０バイト  Ｌ１バイト  Ｌ２バイト 

 ｎ番目のＢＬ ( ｎ＋１)番目のＢＬ
 セル  セル  セル 

 ４バイト  ４バイト  ２バイト  ２バイト 

図 3 
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終了セルの扱いは，表7とする。 

表7 

ＢＬの残りバイト数 終了セルの扱い 

３バイト以上 ・長さフィールド Ｘ‘ＦＦＦＦ’は、当該ＢＬに格納される。 

・長さフィールドに続きＢＬの終端までバイナリゼロデータが格納さ

れる。 

・終了ＣＢ内に格納する、終了セルが始まるＢＬ内の終了セルの開始

バイト位置としてＢＬの先頭からのオフセット値が格納される。 

２バイト ・長さフィールド Ｘ‘ＦＦＦＦ’は、当該ＢＬに格納される。 

・長さフィールドのあとには、バイナリゼロデータは格納されない。

・終了ＣＢ内に格納する、終了セルが始まるＢＬ内の終了セルの開始

バイト位置はＸ‘０００００ＦＦＥ’。 

１バイト ・長さフィールド Ｘ‘ＦＦＦＦ’は、当該ＢＬと次のＢＬに跨って

格納される。 

・長さフィールドに続きＢＬの終端まで４０９１バイトのバイナリゼ

ロデータが格納される。 

・終了ＣＢ内に格納する、終了セルが始まるＢＬ内の終了セルの開始

バイト位置はＸ‘０００００ＦＦＦ’。 

０バイト ・長さフィールド Ｘ‘ＦＦＦＦ’は、次のＢＬに格納される。 

・長さフィールドに続きＢＬの終端まで４０９０バイトのバイナリゼ

ロデータが格納される。 

・終了ＣＢ内に格納する、終了セルが始まるＢＬ内の終了セルの開始

バイト位置はＸ‘０００００００４’。 
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解説 

 この解説は、本件に記載した事項、参考に記載した事項、並びにこれらに関連した事項を説明するもの

で、規格の一部ではない。 

1. 制定の趣旨及び経緯概要 メインフレーム間におけるデータ交換の手段として磁気テープが広く利用

されている。最近の磁気テープ媒体は、他の記憶装置と同様に高性能/大容量化が進み、データ交換用

として、最適な媒体とは言えない状況になりつつある。今後は媒体のハンドリングが不要なネットワ

ーク経由のデータ交換が主流となると予測される。しかし、新たな通信回線を含む新たな媒体手段へ

の切替えは、現状の業務への影響が大きい。このため、業務アプリケーションプログラムへの影響が

少なく、かつ特定の媒体に依存せず、そのときどきで広く普及している最適な媒体（通信回線を含む）

を利用可能とする新フォーマットを定義した。 

2. 適用例の特徴と構成 本規格を使用したデータ交換方式の例を図 4 に示す。本記録方式は、データ変

換ユーティリティを追加する等により、磁気テープを使用したデータ交換業務に使用しているアプリ

ケーションプログラムを大きく変更することなく、新交換媒体によるデータ交換業務への移行が可能

となるがアプリケーションプログラムの変更有無は、データ変換ユーティリティにより異なる。 

  

③
デ
ー
タ
変
換
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ 

Ａ社メインフレーム環境  Ｂ社メインフレーム環境  

Ａ社オープン環境  
Ｂ社オープン環境  

ＣＤ/ＤＶＤ/ＭＯ等

①  
④  

媒体Ⅰ  媒体Ⅱ  

テープ業務アプリケーション
プログラム  テープ業務アプリケーション

プログラム  

②
デ
ー
タ
変
換
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ

  

ｆｔｐ  ｆｔｐ  

媒体搬送  

（専用回線）  

（通信回線）  

データ交換用 
記録形式 

データ交換用 
記録形式 

磁気テープＡ 磁気テープ B 

 

図 4 

・ ①、④の処理は、磁気テープを使用した従来のデータ交換業務アプリケーションプログラム 

で実施する。 

・ 磁気テープＡ、Ｂは各社メインフレーム環境に閉じて使用できる磁気テープ若しくは磁気ディ

スク等磁気テープに替わるものでもよい。 

・ 交換先の磁気テープＢの容量は、交換元の磁気テープＡの容量と同等以上である必要がある。 

・ ブロック長、ブロック数の制限、ラベル形式、ボリューム構成等については 

従来の磁気テープでのデータ交換時と同様に、データ交換間での仕様の確認が必要である。 
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3. JEITA IT-1003 審議委員会の構成表 

情報処理標準化運営委員会 

 委員長  柴田 彰    （株）デンソーウェーブ 

 

サーバ・ＷＳ事業委員会名簿（敬称略・順不同） 

 委員長  牧野 友明 三菱電機インフォメーションテクノロジー(株) 

 委員  木内 信広 沖電気工業(株) 

  安藤 庸剛 カシオ計算機(株) 

  野瀬 昭良 サン・マイクロシステムズ(株) 

  永松 睦彦 東芝ソリューション(株) 

  高橋 徹  東芝ソリューション(株) 

  林 茂智  日本アイ・ビー・エム(株) 

  鳥井 聡  日本電気(株) 

  山内 久典 日本電気(株) 

  牛尾 守  日本ユニシス(株) 

  栗山 和則 (株)日立製作所 

  佐々木 一名 富士通(株) 

  佐伯 真一 三菱電機インフォメーションテクノロジー(株) 

  西崎 亨  三菱電機インフォメーションテクノロジー(株) 

 事務局  鈴木 晴久 （社）電子情報技術産業協会 

  一条 倫子 （社）電子情報技術産業協会 

   

新データ交換方式検討ＷＧ委員名簿（敬称略・順不同） 

 主査  大森  治 富士通(株) 

 委員  志村 泰広 (株)日立製作所 

  酒井 清志  日本電気(株) 

  猪川 達朗 日本ユニシス(株) 

  新村 義章 (株)日立製作所 

  伊藤 敏樹 富士通(株) 

  諏訪部 眞一 日本電気(株) 

  成田 元治 日本ユニシス(株) 

  林 茂智  日本アイ・ビー・エム（株） 
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（社）電子情報技術産業協会が発行している規格類は、工業所有権（特許、

実用新案など）に関する抵触の有無に関係なく制定されています。 

（社）電子情報技術産業協会は、この規格類の内容に関する工業所有権に対

して、一切の責任を負いません。 
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